
 
 
■趣旨･目的 

 

若者のグループが企画･提案するチャレンジな活動を公募し、審査の上、優秀な企画･提案には、その実現に向け

て、事業費の助成を行います。当事業は若者の企画・立案・実施を通して社会で必要なスキル獲得の機会と場を

提供するものです。 

 

■応募資格 

 

(1)都内在住・在学・在勤いずれかの、おおむね１８歳以上３０歳までの方が半数以上を占める３人以上のグルー
プ。 ※代表者は都内在住・在学・在勤のいずれかの、おおむね１８歳以上３０歳までの方 
(2)これから発足する団体または、発足して 3年以内の団体。 
（この事業の趣旨が若者グループのチャレンジな活動を支援するものであるため） 
(3)設立趣旨や活動内容が、特定の政治、宗教、営利を目的とするものなど、本事業の目的から逸脱していないこ

と。 

 

■助成の対象となる活動 

 

(1)人とつながる活動(社会参加)  
(2)この社会の中で｢なんとかしたい大切なこと｣にアプローチする活動(課題解決) 
(3)新しい価値を生み出す何かを作り出す活動(創造性)  
(4)助成申請をする活動は、グループ名、事業名、プランの概要等の公表を了解しているもの。  
(5)活動を実施する場所が東京及び近郊であること。 

 

■助成金額 

 

優秀な企画・提案とされたグループには、活動実施のための助成金を支給します。 
(総額１００万円を優秀な企画・提案の５グループ程度に支給します。支給額の上限は１グループにつき３０万円
ですが、実施予定の事業の総額が３０万円を超える場合でも、助成申請額が３０万円以内であれば、審査の対象

となります。また、審査の結果、申請額の一部のみを助成する場合もあります。)  
※印刷代・講師謝礼・消耗品購入費・会場費・通信費等が助成の対象となります。 
※交通費・飲食費・備品購入費等は対象外となります。 

 

■審査方法 

 

チャレンジ・アシスト・プログラムの審査委員会(ＮＰＯ関係者、研究者（社会教育等）、行政関係者、企業関係者
等)が審査します。 
【応募締切り ４月２８日（土）】 
【第１次審査（書類審査）：５月２６日（土）】  
 (1)書類審査は所定の応募書類(チャレンジ・アシスト・プログラム助成申請書等)により、上記審査委員会が 

行います。 
 (2)書類審査によって第２次審査に進む１２グループ程度を決定するとともに、全グループに審査結果を通知し 

ます。また、ＨＰ上でも発表します。  
 (3)審査要素は、社会貢献度(公共性、社会の課題解決、社会的波及効果)、独自性(新規性、創造性、ユニークさ)、 

実現可能性(計画・日程の具体性、予算見積りの具体性)等とします。  
【第２次審査（公開プレゼンテーション・審査・助成グループ決定）：６月１０日（日）】  
 (1)第１次審査を通過したグループについては、第２次審査を行います。  
 (2)第２次審査は、公開プレゼンテーションにより行います。公開プレゼンテーション終了後、上記審査委員会 

が審査に当たります。  
 (3)１グループのプレゼンテーションに要する時間は、発表１５分、質疑５分です。  
 (4)プレゼンテーションは、原則として代表者が行います。 
 (5)審査要素は、第 1次審査の要素に、意欲（心意気、若々しさ）、表現力（プレゼンテーション力）等を加え 

ます。 
 (6)第２次審査で５グループ程度の優秀な企画・提案グループを決定し、活動（指定された期間内に実施するこ 

とが条件となります。）に対し、助成金を支給します。  
  

 

平成２４年度 チャレンジ・アシスト・プログラム募集要項 



■決定後の助成団体の活動実施期間 
 助成決定後から、平成２５年２月２８日（木）まで  

■活動報告書及び合同報告会ほか 

 

(1) 助成を受けたグループは平成２５年２月２８日（木）までに活動報告書を提出してください。 
(2)活動報告書は、実施した活動内容について報告する実施報告書と活動に要した費用の使途を報告する収支会

計報告書があります。 
(3)平成２５年３月１０日（日）の合同報告会で、実施した活動について報告していただきます。   
(4)BumB東京スポーツ文化館のＨＰに活動状況を掲載します。 
(5)BumB東京スポーツ文化館で開催する他の事業への協力をお願いすることがあります。 

 

■助成金の返還について 

 
平成２５年２月２８日（木）までに活動が終了していない場合や、活動内容が申請した内容と著しく異なる場合

は、助成金を返還していただくことがあります。  
 

■応募方法及び合同報告会までの日程 

 

(1)応募方法    
助成を希望する活動、グループの概要等を所定の書類（「助成申請書」）に記入し、返信用封筒（郵便番号･

住所・氏名を明記、封筒サイズに適した切手を貼付）を同封の上、郵送で提出してください。 
※提出していただいた「助成申請書」はお返ししませんので、ご了承ください。  

(2) 応募締切  平成２４年４月２８日(土) 【消印有効】  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■事業説明会 

 

詳しいことをお聞きになりたい方は、下記により説明会を開催しますので、４月２日（月）までに TEL 又は FAX
で、お申込みください。FAXの方は、氏名と TEL番号を明記してください。  
 (1)日 時：平成２４年４月８日（日） １１：００から１２：００まで 
 (2)会 場：BumB 東京スポーツ文化館 マルチホール 

 

■実施・応募・問い合わせ先 

 

BumB 東京スポーツ文化館 社会教育セクション 担当：坪田 
〒136‐0081 東京都江東区夢の島 2‐1‐3    
TEL：03‐3521‐7323 (直通) 03‐3521‐7321 (代表) FAX：03‐3521‐3506 
URL：http://www.ys-tokyobqay.jp  e-mail：tsubota@xecta.co.jp 

 

■主催   
 東京都教育委員会・BumB東京スポーツ文化館  

 

 
 

平成 24年度事業のため、4月 1日以降に変更のあった場合は、BumB 東京スポーツ文化館のＨＰ上で詳細を発表します。 
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 ※ 代表者と責任者は別の方を記入してください。 
 
平成２４年度チャレンジ･アシスト･プログラム 助成申請書  ★必ず記入要領を参照して下さい。 

 

①グループ名 ○×ボランティアの会  

②所在地 
(〒136－0081 ) 

東京都江東区夢の島１－１－１ 

TEL 080(××××) ×××× 

氏 名 東   京 子 年齢 ２０歳 職 業 ○○大学△△学部 

③代表者 
住 所 

(〒136－0081 ) 

東京都江東区夢の島１－１－１ 

E-mail：bumb @ yumenoshima.co.jp TEL 042(△△△△) △△△△ 

責任者 
氏 名 夢 島 文 子 年齢 ２１歳 

日中の 

連絡先 
TEL 090(××××) ×××× 

④連絡先 

郵送先 

(〒136－0081 )  

東京都江東区夢の島２－２－３ 

E-mail：bumb02 @ yumenoshima.co.jp 

⑤結成（設立） ２０１１年２月 ⑥メンバー数 ３０名  

⑦主な活動内容 

１ 大学近隣の子供たちを対象とした「読み聞かせ」「遊ぼう会」の開催（年 12回） 
 
２ 会報の発行：活動報告と体験談を載せたミニコミ紙を年４回発行。児童館や学校に配布 
 
３ スタッフミーティング：月１回例会を開き、各取り組みの報告や課題について議論し、そ

の議論に基づいて「読み聞かせ」や「遊ぼう会」のプログラムの検討 
 
４ 近隣の類似グループとの交流（年 2回） 

会費 年 2,000円× 30名＝ 60,000円 

   年      円×  名＝    円 

当事業の申請助成金    158,000円 

助成金・補助金       70,000円 

収益金(バサー等)      14,000円 

その他(   )            円 

   

※ 内容を簡単に記入 

講師謝礼      100,000円 

会議費        20,000円 

当日資料       30,000円 

印刷費        20,000円 

通信費        24,000円 

材料費              108,000円 

 

⑧今年度 

(2012年)の 

収支計画 

収 

入 

合   計        302,000円 

支 

出 

合   計     302,000円 

助成団体名 助成年月 助成金額 助 成 内 容 

▲▲記念財団 2011年 10月 50,000 「遊ぼう会」の活動費助成 

●●社会福祉協議会  2011年 11月 20,000 ミニコミ紙作成助成   

グ 

ル 
ー 

プ 

の 

概 

要 

⑨これまでに受 

けた、または定 

期的に受けてい 

る助成等  

 

 

   

助成申請書記入例 

①正式な名称を記 
 入して下さい。 
  

④事務局より連絡
しますので、確
実に連絡がとれ
る番号を記入し
て下さい。 
 



⑩事業名 親子で体験！「わんぱく体験★ゆめランド」 

⑪申請理由 

 私たちのサークルでは、大学の近くに居住する多摩地区の子どもたちを対象に、放課後･週末

に絵本の「読み聞かせ」や「遊ぼう会」などを開催しています。これまでに、広く都内の子ど

もたちとその保護者を対象に、子どもの遊び場を提供するための企画を検討してきました。 

今回、若者のグループのチャレンジする気持ちを支援する事業があると聞き、都内で広く子

どもたちのために活動している他大学の学生グループにも呼びかけ、日替わりテーマ別遊び体

験メニューを開発し、提供することで、自分たちの夢の実現に一歩踏み出したいので、以下の

計画を申請します。 

⑫事業(活動) 

実施の予定日 
開始／ ２０１２年  ９月 ２３日 終了／ ２０１２年  １０月 １０日 

⑬ 内 容 お よ び 

計画 

１ 目的：現在、都内で子どもたちのために活動しているサークルに呼びかけ、親子の様々な

体験機会を企画・提供することで企画者自身の実践力・社会貢献力を鍛え、参加

者である子どもや親の人とかかわる力、触れ合う喜び知る契機とする。 

２ 日程：全 6回 ２０１２年 ９月２３・２４・２５日、１０月８・９・１０日 

３ 会場：都立夢の島公園及び BumB東京スポーツ文化館 

４ 内容：①都内の子ども向け事業実施サークルに呼びかけ、プロジェクトチームを立ち上げ

る。 ②企画会議の実施（６月～９月） ③ＰＲ活動（マスコミ、子ども関連、

教育関連への告知、６月下旬～９月）④会場づくり（９・１０月） ⑤事業の実

施（９・１０月）  
ア 親子創造の広場 

        ダンボール等の身近なものを使った遊具作りと遊び（日替わりメニュー） 
     ィ ネイチャーアンドアドベンチャー広場 

サークルや保護者のアイデアを企画者がサポートし、お楽しみプログラムを

企画・実施する。  
ウ 昔遊び選手権 

保護者が子供の頃に遊んだ遊びを紹介し、子供や他の保護者に指導し、体験

する。 
エ 実施状況の報告書作成・近隣教育委員会への送付。 
オ BumB東京スポーツ文化館ＨＰ、子ども事業関連ポータルサイトなどへ掲載  

５ 募集･定員：①学生スタッフ  ３０人 

        ②親子参加者  ２００人（小学 1～3年生とその親 １００組）   

項  目 単 価 数 量 金  額 うち自主財額 助成申請額 

講師謝礼 25,000 4 100,000 100,000 0 

会議費 2,000 10 20,000 20,000 0 

当日資料 150 200 30,000 0 30,000 

チラシ印刷費 20 1,000 20,000 0 20,000 

通信費 240 100 24,000 24,000 0 

材料費 1,440 200 108,000 0 108,000 

     合      計    （円） 302,000 144,000 158,000 

申 

請 

す 

る 

案 

件 

に 

つ 

い 

て 

             

⑭必要な費用の 

内訳 

助 成 申 請 額 （千円未満を切り捨て） 158,000円 
⑮この助成の情報入手先 1． 学校（学校名○○大学 学生部掲示板） 

2． ボランティア・センター（            ） 

3． インターネット（            ） 

4． その他（           ）（いずれか番号を○で囲み、具体的に記入して下さい） 

★「必要な費用の内訳」の欄には、今回申請する案件にかかる経費のみ記入してください。 

⑬活動場所は東京
都内及び近郊に
限ります。 
  

⑮交通費・飲食
費・備品購入
費等は助成申
請の対象にな
りません。 

⑪申請する事業又 
 は、期待される 
 効果、財源確保 
 への努力状況等 
 を記入してくだ 
 さい。 

⑫対象となる活動
期間は助成決定
から2013年2月
28日までです。 


